予算要求資料
平成26年度当初予算　　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：地域振興対策費　　　
	事業名　一流アスリートスポーツ教室等開催事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

総合企画部　清流の国づくり局　清流の国づくり推進課　地域スポーツ振興係　
電話番号：058-272-1111（内2916）

　　　　　　　                    E-mail： c11122@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　23,202千円（前年度予算額：20,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	要求額
	23,202
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	23,202

	1月29日時点
査定額
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000


	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・平成25年度は、１０月までの期間において、９月に西濃地区でバドミントン教室、飛騨地区で野球教室を開催。
　　・ぎふ清流国体・ぎふ清流大会１周年記念イベントの開催に合わせ、岐阜メモリアルセンター内で８競技のスポーツ教室を開催。

　　・幼児、小学生、中学生、高校生の参加者累計は1,700人、観覧者の累計は1,000人。

　　・ぎふ清流国体・ぎふ清流大会１周年記念イベント内の一流アスリートによるスポーツ教室における参加申込数が、どの競技も当初予定してしていた定員数を大きく上回り、スポーツを通じた地域の活性化に繋がった。県民からの期待や関心が高い事業であることと、清流の国ぎふスポーツ推進条例に基づいた取り組みであることからも、今後も継続して実施する必要がある。
（２）事業内容
　　・県内の幼児、小学生、中学生、高校生を対象に実施する。
　　・各競技の一流アスリートを講師に招いて競技個別指導を行う。
　　・県内５圏域及び「清流の国ぎふ　スポーツフェア」で行う。

（３）県負担・補助率の考え方
　　　県１０／１０

（県によりスポーツを通した地域振興、地域の絆づくりを進めるものであるため）
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額（千円）
	事業内容の詳細

	旅　費
	682
	・打ち合わせ等に係る旅費

	会議費
	57
	・「清流の国ぎふ　スポーツフェア」に係る弁当代等

	委託料
	21,602
	・スタッフ人件費、運営、消耗品費、会場使用料など

	使用料
	861
	・「清流の国ぎふ　スポーツフェア」に係る会場借上料

	合計
	23,202
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　

前年度と同程度の事業内容であるため、前年同額を計上します。



	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　　平成25年3月に施行された「岐阜県清流の国スポーツ推進条例」の目的・基本理念にある「明るく豊かな県民生活の形成及び活力のある地域社会の実現」「地域の絆づくり及び地域の活性化」「障害者の自立及び社会参加を促進する等、障害者とともに生きる社会の推進」を実現するための事業であり、今後複数年に渡り事業を継続する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県内の各圏域において、年間１０回程度の一流アスリートによるスポーツ教室を開催し、県内の幼児、小・中学生、高校生がスポーツに親しむ機会を提供する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	スポーツ実施率
	37.9
（H18）
	43.3
（H20）
	43.6
（H23）
	47.7
（H24）
	50
（H26）
	95.4％

	
	
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

【県内各圏域での単独開催】

○野球教室（高山市）、バドミントン教室（池田町）、スケート教室（恵那市）、ゴルフ教室（関市）、ソフトテニス教室（多治見市）、卓球教室（郡上市）、卓球教室（岐阜市）スキー教室（高山市）　合計：約500名の参加予定
【８競技を合わせて開催（ぎふ清流国体・ぎふ清流大会１周年記念イベント）】

○バレーボール教室、陸上教室、サッカー教室、柔道教室、水泳教室、ソフトボール教室、相撲教室、野球教室　　　　合計：約1,700名の参加者


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
・１周年記念イベント内のスポーツ教室では、定員を上回る参加希望があり、県内の幼児から小学生、中学生、高校生といった幅広い年齢層の子どもたちが参加することができた。

・「1周年記念イベント内のサッカー教室・バレー教室」、「十六銀行卓球部の卓球教室」に関しては、県内の特別支援学校、特別支援学級に在籍している中学生や高校生が参加することができた。

・１周年県年イベント内の「ソフトボール交流戦」では、岐阜県代表障害者ソフトボールチームと大垣ミナモソフトボールクラブとの交流戦を実施した。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	・清流の国ぎふスポーツ推進条例に基づいた取り組みであり、実施の必要性が高い事業である。

・県が進める施策であるため、県が主催することが妥当である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　大部分の教室を「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」１周年記念イベントに合わせて開催したことにより、両大会の感動をあらためて思い出させ、スポーツへの親しみを関係者に感じさせることができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　関係競技団体の助言を求め、効率的な教室開催を行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　障害者の参加を更に充実させる必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・県民からの期待や関心が高い事業であることと、清流の国ぎふスポーツ推進条例に基づいた取り組みであることから、今後も継続して実施する。

・障害者の参加を更に充実できるよう内容の工夫をする。


